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Abstract

Generally, food policy is expected to play important roles to ensure food security and to

cope with structural changes in food consumption. This research attempts to clarify changes

in food consumption in China as the wealth gap expands with extremely high-speed economic

growth. First of all, the influence of economic growth on food consumption was analyzed by

taking the wealth gap into consideration. Secondly, the actual situation of consumer behavior

and the factors of brand selection for rice consumption were clarified through a case study of

Shanghai by use of a ‘questionnaire survey', ‘food tasting'and ‘group discussions'. Thirdly, the

actual situation of food consumption in the poorest households was clarified by investigating the

effects and problems of the Food Assistance Program in Shanghai. Finally, the relations

between the economic developmental stage and the patterns of food consumption were modeled,

and an appropriate food policy corresponding to consumer diversification under the economic

growth was proposed by synthesizing the above analyses.
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1.序

食料政策は,良質な食料を合理的な価格で安定的に供給する,高度化・多様化する国民の需要

に即した食料を供給する,国民が最低限度必要とする食料を不測の事態においても確保する,こ

となど,その内容は多岐にわたる。そして,急速な経済成長に伴って,所得の向上と所得格差が

拡大する過程においては,食料政策には,とくにフードセキュリティーの確保と食料消費の構造

変化への対応という2つの重要な役割を果たすことが求められる。ところで,一国のフードセキュ

リティーとは,市民がアクセスできる食料が十分に安定的に供給されることを意味する(Barrett

[1], Carter [2]),したがって,膨大な栄養不足人口を抱える低所得国の食料政策にとって,安

●新潟大学自然科学系
〒 950-2181新潟市西区五十嵐2の町8050
2008年2月27日受付　2008年11月16日受理
⑥日本地域学会(JSRSAI) 2008

921



922 i^Hbi

価な食料を安定的に供給することは重要な戦略であると考える。一方,経済成長は食料の消費構

造を転換させる。食料品における需要の所得弾力性に違いがあるため,所得の向上とともに,戟

物など需要の所得弾力性の小さい食料品は食料消費全体に占める割合が低下し,肉など需要の所

得弾力性の大きい食料の割合は増加し,食料消費の高級化が進むのである。また,食料消費には,

所得や価格とともに消費者の選好が大きく影響する。必要な食料を購入するのに十分な所得水準

に達した後,食料消費に対する選好の影響は強まり,食料消費の多様化が進むと考えられる。し

たがって,このような異なる段階における食料消費構造の変化に対応する食料供給システムを作

ることが食料政策に求められるのである。このことは,経済成長をスムーズに実現しようとする

発展途上国の食料政策は,貧困層のフードセキュリティーを確保するとともに富裕層の食料に対

するニーズを満たすことも考慮に入れなければならないことを意味するのである。

しかしながら,これまでの食料政策に関する研究は,国を単位として平均的な所得と食料需要

との関係について分析するものが中心であり,経済成長とともに生じる所得格差が食料消費に与

える影響に関する研究は不十分であった。また,統計データによる所得階層別の消費行動に関す

る分析は行われてきたものの,統計データによる分析だけでは富裕層と貧困者が直面する食料消

費問題の現実が理解され難い(Gale and Huang[5]),また,地域間格差が大きい下で国を単位と

する分析を行った場合,経済成長と食料消費との実際の関係を明らかにすることは困難である。し

たがって,本研究では,所得格差の影響を考慮に入れて,経済成長が食料消費に与える影響を分

析する。本研究では,中国および上海市を研究対象として選定した。その理由は,中国が急速な

経済成長を遂げているとともに所得格差と経済成長の地域間格差が発生していること,そして,上

海市が中国で最も経済的に発展した都市であることである。

2.食料消費行動の所得階層別分析

一般に,所得が低い段階では,所得の向上に伴って食料の消費量が増加するが購入単価は上昇

しない。しかし,所得がやや高い段階になると,所得の向上に伴って食料の消費量が増加し,購

入単価も上昇する。そして,所得がさらに高い段階になると,食料の購入単価は著しく上昇する

が,消費量は増加せず,逆に減少する場合もあると考えられる。これは,いわゆる「エンゲル係

表1食料需要に影響を与える要因の効果と食料消賛榊造

＼ 食料需要に影響を与える要因の効果 食料消費構造所得水準 エンゲル係数 帝要の所得弾力性 階層間の所得格差

低 大 大 小 量の増加

中 中 中 下級財 (中)

上汲財 (中)

格差大 (中) 量の増加十品日構成の変化

格差小 (小) 品目柵成の変化

高 小 大 下級財 (小)

上汲財 (大)

格差大 (大) 高級化

格差小 (小) 多様化
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数」効果と「食料需要の所得弾力性」効果および「所得の階層間格差」効果が絡み合って作用し

た結果であると考えられる(表1を参照)。以下では中国の統計データを基に,経済成長に伴う所

得の向上と格差の拡大が食料の消費にどのような影響を与えたかを明らかにする。

表2は,中国の都市住民の-人当たりの年間消費支出,食料および穀物の購入金額を所得階層

別にまとめたものである。まず,一人当たり年間消費支出は,平均で1985年の2.746.5元から2005

年の7,942.9元へと2.89倍に増加している。その間に,所得階層の最上層と最下層の格差は2.78倍

から7.21倍へと拡大している。また,一人当たり年間食料消費額については,所得階層の最上層

衷2　都市住民の一人当たり年間消弊支出

所 得 階 層 I II llI V Ⅴ V l V Il V III 平 均 V III/ I

消 費 支 出

: α (元 )

20 0 5 2 ,6 56 .4 3 ,1 1 1.5 4,2 95 .4 5,57 4.3 7 ,30 8.1 9 ,4 10.8 12,1 02 .5 19 ,15 3 .7 7 ,9 4 2.9 7 .2 1

20 0 0 2 ,4 4 9.7 2 ,68 1 .7 3,45 7 .4 4,16 7.9 5 ー06 1.7 6 ,2 23 .4 7,4 98 .1 9 ,76 6 .1 5 ,2 76 .5 3 .9 9

19 9 5 2 ,2 3 0.3 2 ,4 13 .6 2,9 46 .8 3 ,43 6 .3 4 ,03 5.8 4 ,7 3 7.8 5,4 64 .3 7 ,06 5 .5 4 ,14 2.9 3 .17

19 9 0 1 ,6 4 2.2 1,77 2 .5 2,1 76 .8 2,48 7 .3 2 ,88 9.2 3 ,30 0.5 3,8 18 .5 4 ,62 1.7 2 ,8 9 7.7 2 .8 1

19 8 5 1 ,5 6 7.7 1.70 9 .0 2,0 67 .8 2,35 1.3 2 ,7 16.4 3 ,1 14.2 3,6 13 .0 4 ,36 1.9 2 ,7 46 .5 2 .7 8

食 料

: b (元 )

20 0 5 1 ,2 9 0.1 1▼47 5 .7 1,9 26 .0 2,33 6.3 2 ,83 8.8 3 ,425 .9 4,1 51 .1 5 ,36 7 .3 2 ,9 14 .4 4 .16

20 0 0 1 ,3 4 1.3 1,43 7 .2 1,74 3 .5 2,00 0.2 2 ,24 2.5 2 ,53 3.9 2,8 1 1.8 3 ,25 6 .1 2 ,2 3 9.7 2 .4 3

19 9 5 1 ,2 9 1.4 1,37 2 .2 1,63 6 .7 1,79 7.6 1-98 1.1 2 ,178 .4 2,3 80 .5 2 ,73 1.8 1 ,9 76 .5 2 .12

19 9 0 1 ,14 1.7 1,2 10 .8 1,42 4 .5 1,58 4 .4 1,75 8.3 1,93 3.4 2,1 65 .5 2 ,50 3 .1 1 ,7 50 .5 2 .19

19 8 5 1 ,12 2.6 1,19 5 .6 1,3 70 .0 1,5 11 .0 1,68 3.9 1,84 7.0 2,0 3 1.6 2,3 4 1.4 1 ,6 73 .6 2 .0 9

穀 物

: C (元 )

20 0 5 2 1 3.5 2 19 .2 2 26 .8 23 2 .8 24 1.9 25 4.4 2 64 .8 26 7 .1 2 4 2.2 1 .2 5

20 0 0 2 1 7.6 22 2 .0 23 1.0 24 1.7 24 3.9 24 9.1 2 6 1.4 27 3 .3 2 44 .5 1 .2 6

1 99 5 2 6 4.3 26 7 .7 28 7 .9 28 7 .8 29 3.3 30 1.5 3 10 .3 33 0 .1 2 9 4.9 1.2 5

1 99 0 3 4 8.0 35 2 .3 3 76 .8 39 9 .1 4 16.3 44 2.0 4 78 .8 5 30 .7 4 2 0.5 1 .5 2

1 98 5 3 7 2.2 3 78 .0 3 85 .4 40 6 .8 42 9.1 44 6.4 4 7 1.9 5 10 .6 4 2 7.4 1 .3 7

b ′a (% ) 2 00 5 4 8.6 4 7 .4 44 .8 4 1 .9 3 8.8 3 6.4 34 .3 28 .0 3 6.7 0 .5 8

2 00 0 5 4.8 5 3 .6 5 0 .4 4 8 .0 4 4.3 4 0.7 37 .5 3 3 .3 4 2.4 0 .6 1

1 99 5 5 7.9 5 6 .9 55 .5 5 2 .3 4 9.1 4 6.0 43 .6 3 8 .7 4 7.7 0 .6 7

199 0 6 9.5 6 8 .3 65 .4 6 3 .7 6 0.9 5 8.6 56 .7 54 .2 6 0.4 0 .7 8

1 98 5 7 1.6 70 .0 66 .3 6 4 .3 6 2 .0 5 9.3 56 .2 53 .7 6 0.9 0 .75

C ′b (% ) 2 00 5 16.5 14 .9 l l.8 10 .0 8.5 7.4 6 .4 5 .0 8.3 0 .3 0

2 00 0 16.2 15 .4 13 .3 12 .1 10 .9 9.8 9 .3 8 .4 1 0.9 0 .5 2

199 5 2 0.5 19 .5 17 .6 16 .0 14 .8 13.8 13 .0 12 .1 14 .9 0 .5 9

199 0 3 0 .5 29 .1 26 .5 25 .2 2 3 .7 2 2.9 22 .1 2 1.2 2 4.0 0 .7 0

198 5 3 3 .2 3 1.6 28 .1 2 6 .9 2 5 .5 2 4.2 23 .2 2 1.8 2 5.5 0 .6 6

資料: r中国統計年鑑」, r中国紛格及城市居民家庭収支調査統汁年'&j各年版より計算o
注)所得階層は8階層に区分されており,階層Iが最低所得層,階層Ⅷが最高所得層であることを示

す。
消費支出額は商品小売価格指数(r中国仇格及城市居民家虞収支調査統汁年笠2003J I中国統計年
鑑2006J) ,食料支出額,穀物支出額は,食品類価格指数,穀物価格指数(r中国農業発展報告2007J)
を用いてそれぞれデフレートした(2005年-100)。
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と最下層の格差が2.09倍から4.16倍へと拡大したが,年間消費支出の格差よりは小さいものであ

る。そして,一人当たり年間穀物消費額については,格差はより小さなものであり,しかもその

格差は縮小している。一方,食料消費に占める穀物消費の割合は所得向上とともに減少してきた0

1985年から2005年の間に,その割合はすべての所得階層において減少し,とくに高所得層におい

て大きく減少した。

表3は,都市住民の穀物消費について,年間-人当たりの購入量,購入金額,購入単価を所得

階層別にまとめたものである。まず,所得と穀物購入量との関係を見ると,穀物は1985年には上

級財であったが2005年には下級財となっていることがわかる。また,所得階層間の穀物の購入単

価の差は, 1985年から2005年にかけて拡大しており, 2005年の最上層の購入単価は最下層のそ

れよりも49%高い水準にある。所得の向上とともに,消費する穀物は単価の高い米にシフトし,

高級品の割合が増加したことによると考えられる。

ところで,太田[11]によれば,伝統的な需要関数分析は財の品質を所与とした「品質与件モ

デル」に基づいている。しかしながら,財の品質に関する消費者行動を明示的に分析するには,い

くつかの適当な財を1つの財クラスにまとめ,消費者は1つの財クラスからは1つの財(すなわ

ち,品質)しか購入しないと想定することにより,各財クラスからの購入量と品質の両方を消費

者の明示的な選択変数とする「品質変数モデル」が有効となる。

表3　-人当たり年間穀物購入丑・購入金額

所 得 階 層 I II III IV Ⅴ V I V II V III 平 均 V III′I

桝 入 量 : C (k g ) 2 0 0 5 79 .7 8 0 .3 7 9 .3 7 8 .4 7 7 .4 7 6 .9 7 5 .1 6 7 .1 7 7 .0 0 .8 4

2 0 0 0 8 2 .2 8 2 .9 8 2 .9 8 4 .1 8 1 .9 8 0 .2 8 1 .6 8 3 .4 8 2 .3 1 .0 1

1 9 9 5 9 2 .6 9 3 .1 9 8 .9 9 6 .2 9 5 .5 9 7 .1 9 8 .9 10 3 .6 9 7 .0 1 .1 2

1 9 9 0 12 4 .7 1 2 4 .0 12 5 .8 12 7 .9 1 2 9 .0 13 1.3 1 3 7 .8 14 9 .1 13 0 .7 1 .2 0

1 9 8 5 12 5 .6 1 2 5 .5 12 8 .2 12 7 .3 1 30 .4 13 3 .2 1 3 9 .2 14 7 .1 13 1.2 1 .1 7

購 入 金 額 : C (元 ) 2 0 0 5 2 13 .5 2 1 9 .2 2 2 6 .8 2 3 2 .8 2 4 1 .9 2 5 4 .4 2 6 4 .8 2 6 7 .1 2 4 2 .2 1 .2 5

2 0 0 0 2 17 .6 2 2 2 .0 2 3 1 .0 2 4 1 .7 2 4 3 .9 2 4 9 .1 2 6 1 .4 2 7 3 .3 2 4 4 .5 1 .2 6

1 9 9 5 2 6 4 .3 2 6 7.7 2 8 7 .9 2 8 7 .8 2 93 .3 3 0 1 .5 3 1 0 .3 3 3 0 .1 2 9 4 .9 1 .2 5

1 9 9 0 3 4 8 .0 3 5 2.3 3 7 6 .8 3 9 9 .1 4 16 .3 4 4 2 .0 4 7 8 .8 5 3 0 .7 4 2 0 .5 1 .5 2

1 9 8 5 3 7 2 .2 3 7 8.0 3 8 5 .4 4 0 6 .8 4 29 .1 4 4 6 .4 4 7 1 .9 5 10 .6 4 2 7 .4 1 .3 7

購 入 単 価 : c / C (元 ′k g ) 2 00 5 2 .7 2.7 2 .9 3 .0 3 .1 3 .3 3 .5 4 .0 3 .1 1 .4 9

20 0 0 2 .6 2.7 2 .8 2 .9 3 .0 3 .1 3 .2 3 .3 3 .0 1 .2 4

19 9 5 2 .9 2.9 2 .9 3 .0 3 .1 3 .1 3 .1 3 .2 3 .0 1 .1 2

19 9 0 2 .8 2.8 3 .0 3 .1 3 .2 3 .4 3 .5 3 .6 3 .2 1 .2 8

19 8 5 3 .0 3 .0 3 .0 3 .2 3 .3 3 .4 3 .4 3 .5 3 .3 1 .1 7

資料: r中国統計年鑑」中国統計出版社,各年版より計努。
注)表2に同じ。
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ここで,消費者の効用をu,所得をm,財の量をx,財の品質をq,財の価格をpとし,効用関

数u-u(x,q)と価格関数P-h{q)を想定するO需要関数はx -x(p,m,q)となる。したがって,

消費者はmと♪-h(q)という制約の下で　u-u(x, q)を最大化するようにxとqを選択すると

解釈される。そして,この行動からxの需要関数と同時に品質qの需要関数が導出される。しか

しながら, (再ま直接観察できないため,価格pを品質の代理変数とし,需要関数を導出する.

そこで,所得水準と穀物消費のパターンとの関係を明らかにするために,穀物購入量および穀

物購入単価の消費支出弾力性を計測した。穀物購入単価の消費支出弾力性は,消費支出額の変化

表4　穀物購入量・購入単価の消費支出弾力性の計測

穀 物 購 入 量 穀 物 購 入 単価

α t -v a lu e t -v a lu e R 2 α t-v a lu e /?2 t- v a lu e R 2

1 9 8 2 4 .7 96 15 .9 0 3 0 .17 8 2 .9 6 2 0 .6 0 9 ー 2 .1 4 0 - 1 9 .1 7 8 0 .1 4 7 6 .6 4 0 0 .8 9 6

1 9 8 3 4 .2 77 16 .3 9 7 0 .18 2 5 .2 2 9 0 .8 4 0 ー 0 .1 4 5 ー 2 .4 6 5 0 .1 6 3 2 0 .8 3 5 0 .9 8 9

19 8 4 4 .5 50 3 1 .1 4 1 0 .14 3 7 .4 8 6 0 .9 1 7 ー 0 .0 6 3 - 1 .2 2 6 0 .1 5 6 2 3 .4 2 3 0 .9 9 1

19 8 5 3 .7 40 2 0 .6 2 8 0 .14 6 6 .3 0 2 0 .8 4 7 - 0 .1 3 6 - 1.0 5 7 0 .1 6 6 10 .0 92 0 .9 3 5

19 8 6 3 .7 72 17 .2 7 1 0 .15 0 5 .3 7 8 0 .8 0 0 0 .0 3 8 0 .3 7 5 0 .1 3 5 10 .3 28 0 .9 3 8

19 8 7 3 .8 10 2 0 .7 0 0 0 .13 8 5 .9 1 7 0 .8 2 9 - 0 .1 2 4 - 1.2 8 8 0 .1 5 8 1 2 .8 98 0 .9 5 9

19 8 8 3 .6 19 19 .0 1 4 0 .16 5 6 .8 4 7 0 .8 6 8 ー 0 .2 2 9 ー 3 .16 8 0 .1 6 6 18 .2 34 0 .9 7 9

19 8 9 3 .7 68 13 .4 4 3 0 .14 5 4 .0 5 4 0 .6 8 8 - 0 .6 3 9 - 6 .14 0 0 .2 1 2 16 .0 38 0 .9 7 3

19 9 0 3 .6 50 15 .9 1 4 0 .15 5 5 .3 4 3 0 .7 9 7 ー 0 .8 0 3 - 10 .4 5 3 0 .2 4 8 2 5 .4 53 0 .9 8 9

19 9 1 3 .1 00 12 .6 8 1 0 .2 2 0 7 .1 7 9 0 .8 7 8 ー 0 .3 5 7 ー 2 .2 9 8 0 .1 9 2 9 .8 79 0 .9 3 2

19 9 3 3 .7 2 1 3 0 .5 4 7 0 .10 6 7 .0 7 4 0 .8 7 5 0 .3 2 9 5 .4 15 0 .0 9 4 1 2 .5 92 0 .9 5 7

19 9 5 3 .9 4 7 2 4 .3 8 2 0 .0 76 3 .8 7 7 0 .6 6 7 0 .2 5 5 4 .3 2 4 0 .1 0 3 1 4 .4 24 0 .9 6 7

19 9 6 4 .3 6 5 3 2 .13 1 0 .0 2 3 1.3 9 5 0 .1 1 9 0 .1 0 5 1.2 0 7 0 .1 1 8 1 1 .1 68 0 .9 4 6

19 9 7 4 .3 8 4 25 .5 7 6 0 .0 1 2 0 .5 8 5 ー 0 .1 0 4 0 .11 9 2 .3 7 1 0 .1 1 6 1 9 .0 49 0 .9 8 1

19 9 8 4 .4 4 0 63 .6 7 5 0 .0 0 3 0 .3 3 9 ー 0 .14 5 0 .0 1 7 0 .3 12 0 .1 2 8 1 9 .8 98 0 .9 8 3

19 9 9 4 .3 6 9 22 .6 0 4 0 .0 0 9 0 .3 9 2 ー 0 .13 7 0 .0 2 6 0 .3 7 8 0 .1 2 7 1 5 .6 22 0 .9 7 2

2 0 00 4 .4 6 1 44 .0 7 1 - 0 .0 0 6 ー 0 .4 8 8 ー 0 .12 2 ー 0 .3 0 3 - 6 .2 9 6 0 .1 6 3 2 8 .7 34 0 .9 9 2

2 00 1 4 .6 7 1 29 .3 5 0 ー 0 .0 3 4 ー 1.8 3 9 0 .2 5 4 - 0 .2 4 9 ー4 .6 5 1 0 .1 5 8 2 5 .1 1 1 0 .9 8 9

2 0 02 5 .0 6 5 69 .9 0 8 - 0 .0 8 1 ー 9 .6 2 0 0 .9 2 9 - 1.10 9 ー9 .3 6 4 0 .2 6 1 1 8 .8 98 0 .9 8 1

2 0 03 5 .1 5 2 38 .4 4 9 ー 0 .0 9 0 ー 5 .7 9 6 0 .8 2 3 - 0 .9 9 8 - 10 .8 8 3 0 .2 4 5 2 3 .0 74 0 .9 8 7

2 0 04 5 .1 2 7 40 .22 3 ー 0 .0 8 8 - 6 .0 4 1 0 .8 3 5 一0 .5 5 4 - 6 .39 5 0 .19 3 1 9 .4 0 4 0.9 8 2

2 0 05 4 .9 9 1 33 .2 2 3 - 0 .0 7 4 - 4 .3 5 0 0 .7 19 一0 .5 9 2 ー 5 .6 90 0 .1 9 7 1 6 .6 7 5 0.9 7 5

注)計測期間は1982-1991, 1993, 1995-2005年である。
計測に用いたデータは,各年の所得階層別データである1993年はr中国城鎮居民家庭
収支調査資料」中国統計出版社, 1995-1998年はr中国物価及城鎮居民家庭収支調査統計
年鑑j中国統計出版社, 2001-2002年はr中国価格及城鎮居民家庭収支調査統計年鑑j中
国統計出版社,それ以外の年はr中国統計年鑑j中国統計出版社による。
消賛支出額は商品小売価格指数(r中国伶格及城市居民家庭収支調査統汁年釜2003J f中
国統計年鑑2006」),購入単価は,穀物価格指数(r中国農業発展報告2007J)を用いてそ
れぞれデフレートした(2005年-100),
計測に用いた所得階層数は, 1985-1991, 1993, 1995-2005年は8階層, 1982-1984年は
6階層である。
1982-1983年の所得階層区分は, 1ヶ月当たり20元未満, 20-25元, 25-35元, 35-50元,
50-60元, 60元以上, 1984年の所得階層区分は, 1ケ月あたり25元未満, 25-35元, 35-
50元, 50-60元, 60-70元, 70元以上,である。

j
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率に対する穀物購入単価の変化率を表しているo弾力性が大きい(小さい)ほど,消費支出の上

昇に伴い,単価の高い(低い)穀物を購入することを意味する。したがって,購入単価の消費支

出弾力性は,品質に対する需要の消費支出弾力性と解釈される。計測は次式を回帰分析すること

によって行い,結果を表4にまとめた。

iogD-cti+/31 log7

logP-α2+j32 logF

D:穀物購入量(一人当たり年間: kg)

P :穀物購入単価(元/kg)

Y:消費支出額(一人当たり年間:元)

図1は,表4で計測した穀物購入量の消費支出弾力性,穀物購入価格の消費支出弾力性と消費

支出に占める食料の割合,食料消費支出に占める穀物の割合の推移を示したものである1982午

から2005年にかけて,消費支出に占める食料の割合は72%から37%へと低下し,食料消費支出

に占める穀物の割合は30%から8%へと低下している。穀物購入量の消費支出弾力性と穀物購入

価格の消費支出弾力性との間の関係については, 1990年代前半までは明確な関係が見られない。

しかしながら1995年以降,穀物購入量の消費支出弾力性が減少する一方で穀物購入価格の消費

支出弾力性が上昇している。穀物購入価格および穀物購入量それぞれの消費支出弾力性の間の相

関係数は, 1982-1991年の間では0.074であるのに対して, 1995-2005年の間では-0.903である。

このような変化は1990年代前半までの中国における統制的な食料供給制度とその後の食料生

産・流通における自由化およびフードシステム全体の変化によって説明されると考える(木南・

ft
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図1穀物消費と消費支出弾力性の推移
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以上,所得階層別の統計データの分析によって,所得格差と消費行動との関係を明らかにした。

しかしながら,集約された統計データからは貧困層や富裕層の食料消費の実態を明らかにするの

には限界がある。そこで次節からは上海市を事例として,富裕層の米消費における高品質・高安

全性志向の分析によって所得向上に伴う消費行動変化を明らかにするとともに,食料補助制度の

分析を通じて貧困層のフードセキュリティーの実態を明らかにすることによって,中国における

経済成長に伴う食料政策の課題を明らかにする。

3.都市宮裕層の食料消費における高品質志向と安全性志向への対応

都市富裕層の食料消費パターンを明らかにするため,上海市における米の消費実態を事例とし

て,富裕層と一般市民との比較分析を通じた分析を進めることとする。本研究では,まず2004年

7月に,復旦大学の研究者, JETRO上海の担当者,上海市農業委員会の担当者に対して聞き取り

調査を行った。次に米の食味調査とグループインタビューを上海大学の学生と教員,および富裕

層の主婦に対して実施した。そして,外資系スーパーマーケット,コンビニエンス・ストア,農

産物市場において小売価格調査を実施した。また　2005年3月に上海市糧食局に対する聞き取り

調査,富裕層の主婦に対するグループインタビュー,上海市民に対するアンケート調査,デパー

ト,外資系スーパーマーケット,農産物市場における小売価格調査を実施した。さらに,同様の

調査を再度2005年9月に実施した。以下では,これらの調査結果を基にした分析を行うl。

3.1上海市における宮裕層

ここでの富裕層は以下のような特徴を有している。まず,高収入・高学歴の上,国内政治への

関心が薄く,個人消費や海外のライフスタイルに強い関心を示している。消費については,一般

市民が憧れているマイホーム,マイカー,海外旅行などをすでに手に入れたため,目的化した消

費から自身のライフスタイル実現のための消費へと変化してきている。そして,消費する際,万

人向けのテレビや新聞の広告からの情報に飽き足らず,仲間内の口コミと自身の購買経験などを

情報源としている2。さらに,日本に対するイメージは,自身の海外での生活経験が影響している

ためか,一般市民のようなありきたりのステレオタイプではなく,比較的客観的なものとなって

いる。

3.2　上海市における米の生産・流通・消費の概況

上海市における年間の穀物消費丑は約570万tであり,うち米の消費丑は200万tである。上海

市の米の生産量は年間10万t以下であり,東北三省,江蘇省,安徽省などからの米で需要を満た

している。上海市民は,改革開放前まではインディカ米を主食としていたが,現在は流動人口を

1詳しくはKiminami [9]を参照。

2例えばCurtis, Mccluskey and Wahl 【3]を参照。

J
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含めてもジャポニカ米の消費がほとんどである。

まず,上海市民にとって米飯をよく食べる場所について質問したところ,回答者のうち6割が

「自宅」と答え, 4割が「レストラン・食堂など」と答えた。経済成長に伴い中国の都市部におい

て「食の外部化」が進んでいることを反映している3。

米の購入先については,スーパーマーケット,米穀店(糧食総合便利店),農産物市場の順となっ

ている。スーパーマーケットで米を購入する理由は品質・安全面がある程度保証されていること

と品種や銘柄を豊富に揃っていることである。便利店は米の購入先として最も歴史が古い上,市

街地に立地しているため,食糧の補助を受けている貧困者も指定された便利店で補助カードを

使って米を購入することができるため住民に馴染みが深い。一方,農産物市場での米の購入につ

いては,野菜・肉・水産物を購入するついでに米を購入するケースがあるほか, 10kg以上購入す

る場合は家まで届けてくれるため年配者や常連客に支持されている。ところで,スーパーマーケッ

トが,米の購入先としての歴史は短いものの,主な米の購入先として浮上してきた背景には,近

年中国における食杜の流通体制に大きな変化が生じていることが考えられる40

次に, 1回当たり米の偶人重についてみると,農産物市場での購入は少丑の走り売りが中心であ

るのに対して,スーパーマーケットでの購入は1回に付き10キロが最も多い。しかしながら,富

裕層の主婦たちはスーパーマーケットで5kg詰めの米を買っているし, 5kg以下の袋詰めが良

いとも答えた。実際に高級デパート(久光)の米売場では2.5kg袋詰めの米が最も売れているo

近年上海市における米の小売価格は品種・銘柄・店舗によってばらつきが大きく, lkg当たり

では2.6-18.4元の開きがある。最も安い米は大手スーパーの量り売りのノンブランド・ジャボニ

ヵ米であり, lkg当たり2.6元である。一方,最も高い米は広東省産の有機栽培コシヒカリ(穂の

香り)であり, lkg当たり18.4元である。アンケート調査によれば, lkg当たり2-6元の米を購

入する人が最も多く,約8割を占める。

消費者は米を購入する際,最も重視する点は何か,またどのような米が消費者に選ばれている

かを知るために,異なる所得階層の消費者を対象にグループインタビューとアンケート調査を

行った。米の購入基準としては, ①価格, ②味, ③銘柄, ④産地, ⑤精米年月日, ⑥栽培

方法の6つを選んだ。

表5は米購入時に長も重視する基準の慣位を,所得階層別にまとめたものである。どの所得階

3例えばInoguchi, Bas丘flez, Tanaka and Dadabaev [7]を参照o
Veeck and Burns [12], Hu, Reardon, Rozelle, Timmer and Wang [6]などを参照　Veeck and Burns
【12, p.645]では,中国都市部における食料消費の変化には, 1980年以降の社会・経済改革に伴い生じた食
一料流通システムの包括的な改革があることを論じ,中国南京市を事例に,スーパーマーケットの急速な増大
を背景とした消費者の食料消費パターン(生鮮食品と加工食品の購入)の変化が,所得,時間に関する機会
・醸用,・伝統食晶に対する志向,伝統的な家族関係の維持意向などの違いによって説明できることを明らかに

,し、てし.1,号Oま声, Hu, Reardon, Rozelle, Timmer and Wang 【6, p.568]では, 1990年代以降の中国にお
-　けるス⊥バー'マーケットの成長が,社会・経済的な要因(都市化,所得上昇,賛産,政府による小売管理が
買物行肋に与える影響)と政策的な要因(小売自由化,地方政府による投資,海外直接投資の漸近的な導入,
生鮮市場の転換)の二つをもとに説明でき,特に不衛生,税金の徴収が困難,交通渋滞の発生などの間題が
ある生鮮市場をスーパーマーケットに転換する横極的な政策が中国特有の要因であると論じているo
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年間所得 1位 2位 3位 4位 5位 6位

全体 味 ブランド 価格 産地 栽培方法 精米年月日

(〃=301) (4.41) 4.31 4.22 (3.38 3.15 (3.01

5万元未満 味 価格 ブランド 産地 栽培方法 精米年月日

(〃=219 4.38 4.30 4.28 3.32 (3.07) (2.87

5ー10万元 咲 ブランド 価格 産地 精米年月日 栽培方法

(〃=43) (4.35) 4.20 (3.88) 3.75 (3.55 3.38)

10万元以上 咲 ブランド 栽培方法 精米年月日 産地 価格

(〃=18 (4.65 (4.35) 4.18 (3.82 (3.78 (3.71)

注)項目ごとに, 「患要」 「やや重要」 「どちらとも言えない」 「あまり重要ではない」 「重要ではない」と
いう選択肢の回答にそれぞれ5点, 4点, 3点, 2点, 1点の得点を付けた。項目ごとに平均点を井
出し,順位付けを行った。括弧内は平均点である。

層も米を購入する際に味を最も重視する一方で,所得の上昇につれ,価格の重要度が低下し,ブ

ランド(銘柄・産地),品質(精米年月日),安全性(栽培方法)を重視するようになっている。言

い換えれば,上海市における米の消費は,従来の低価格志向からブランド・高品質・高安全性志

向へと重心を移してきているのである。

米の味の評価についてはさらタこ6つの指標(①つや, ②香り, ③甘味, ④粘り, ⑤ばさば

さ感, ⑥歯ごたえ)を用いて階層間の噂好の違いを探った。表6は所得階層別の味に対する評価

順位を示したものである。上海市の消費者はどの所得層も米に対して,香り,つや,歯ごたえを

求めており,逆に甘さをあまり重視していない。ただし,粘りは所得が高いほど好まれる傾向が

見られる。

以上の分析をまとめると,上海市における消費者の米に対する時好の変化は図2に示したよう

表6　米の味に関する評価基準(所得階層別)

年間所得 1位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

全体 香 り つや 歯 ごたえ 甘さ 粘 り ぱさぱさ感

(〃 = 301) (4.42 4.29 (3.70) (3.63 3.63) 3.20

5 万元未満 香 り つや 甘 さ 歯 ごたえ 粘 り ぱさぱさ感

(〃 = 219) (4.40 (4.27 3.62 3.58 (3.57 (3.14

5ー10 万元 香 り つや 歯 ごたえ 甘 さ, 粘 り ぱさぱさ感

(〃 = 43 (4.49) 4.40 (3.98) (3.64) (3.51)

10 万元以上 香 り, 歯 ごたえ つや. 粘 り 甘さ ばざぱさ感

(〃 = 18 ) 4 .65 4.29 (3.82) (3.53)

注)項目ごとに, 「丘要」 「やや重要」 「どちらとも言えない」 「あまり重要ではない」 「重要ではない」と
いう選択肢の回答にそれぞれ5点, 4点, 3点, 2点, 1点の得点を付けた。項日ごとに平均点を努
出し,順位付けを行った。括弧内は平均点である。
「5-10万元」の4位と5位, 「10万元以上」の1位と2位ならびに3位と4位の評価点は小数点以
下3桁以降もそれぞれ同一であった。



図2　上海市における米の消費に対する噂好の変化

に大きく二つの要素から構成されているということになる。すなわち,米の消費パターンとブラ

ンド選択要因の変化である。経済成長に伴い,所得とライフスタイルの変化につれ, 「食の外部化」

が進み,米の消費パターンは量の減少とともに低価格志向からブランド志向,高品質・高安全性

志向へと変化するのである。このような消費面での変化は,既存の生産・流通に関する研究で指

摘されている米の品種別構成の変化とも整合性を有する5。一方,米の味に対する噂好の変化は,所

得やライフスタイルの影響よりもむしろ他の要因,例えば食文化(米を主食とするか否か)や情

報(口コミ　TV,新聞)および経験(普段はどのような米を食べているか)などに影響されると

思われる。

3.3　上海市における富裕層の米消費のパターン

グループインタビューの結果によれば,富裕層は米消費においてブランド志向が強く,現状の

中国産米に対して品質・安全性・表示の信頼度などの面において不満を抱いている。また,口コ

ミや自身の購買経験を重視するため,米への要望として高品質や少量詰めがある。さらに,日常

的に日本製品(食品を含む)との関わりを持っているため,高品質・高級感の溢れる日本産米は

彼らの米に対するニーズを満たすだけではなく,彼らのライフスタイル実現の方法としての消費

スタイルとも合致する。一方,一般市民は米消費において食味・価格志向が強く,一定の品質を

有しながらも妥当な価格で販売される米を望んでいる。また,テレビや新聞などの広告に対して

敏感に反応するため,食味は日本産米に近いが値段はその10分の1以下である東北産日本品種米

は,彼らの米に対するニーズを満たすことができると同時に,彼らの目的化した消費スタイルと

Hansen, Fuller, Gale, Crook, Wailes and Moo】・e [5]などを参照。
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も合致すると思われる。

上記の分析を基に,異なる消費者が求める米の特質についてまとめたものが図3である。なお,

ここでの「日本米」には「日本品種米」 (東北三省などで栽培されている米)と「日本産米」 (日

本からの輸入米)の二種類が含まれる。

4.都市貧困層のフードセキュリティー

1993年6月,上海市は都市部住民最低生活保障制度を中国で初めて導入した。上海市統計局に

よれば2005年の貧困線は300元で40万人が対象者となる。しかし1993年の貧困線は120元で,

対象者はわずか6,500人であった(表7参照)。上海市における貧困者は,その原因から,社会的

弱者(障害者,孤児),失業者,国有企業を一時的に解雇された帰休者(下関職工),流民(貧困

地域からの出稼ぎ労働者)などに分類される6。上海市政府は所得が基準を下回る市民に対して表

6詳しくはKiminami [8]を参照O
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表7　都市部住民最低生活保障制度の実施状況

年月

都市部住民東低生活保障制度基準 対象者 数

金額 (元 ) 変 化 率 (% ) (万 人 )

1993.6 120 0.65

1994.7 135 12.5 0.70

1995.4 165 22.2 0 .75

1996.4 185 12.1 0.77

1997.4 195 5.1 0.77

1998.4 205 5.1 1.30

1999.4 215 4.9 ll.30

1999.7 280 30.2 ll.30

2000 280 0.0 18.70

200 1 280 0.0 33.85

2002.8 290 3.6 43.16

2003 290 0.0 44.59

2004 290 0.0 40.36

2005.8 300 3.4 -

資料: r上海統計年鑑(2005年版)j　より作成。

表8　上海市における都市部住民の最低生活保障の内容

補助の項目 内容

保障金の支給 -300 元′月

檀油補助 40 元′月

副食品補助 8 元′月

助字券 (小学生, 中学生を対象) 学費 .雑費の免除, 昼食の補助

助学証明の発行 (高校生以上を対象) アルバイ トの提供, ローンの提供 (大学生)

アパー トの補助

その他 医療弊補助など

8のような補助を行っている。

4.1上海市における種油補助制度

1991年中国全土で食糧(穀物類,食用油)と綿などの主要農産物に対して改革が実施された。低

所得者層にとっては,この改革によって今まで保障されていた食糎の配給が停止し死活問題とな

る事態となった。そこで上海市では,一定基準以下の所得階層の都市戸籍住民に対して種油補助
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を行い,彼らに食糧購入に対する金銭的負担を低減させる制度を実施した7。

種油補助の対象者は,都市部住民最低生活保障制度対象者のうちの16歳以下および60歳以上

の者である。種油補助の対象者は街道弁事処が発行する「糧油補助カード」を使用して,糧拍補

助供給指定商店で食糧を得ることができる。種油補助供給指定商店とそれ以外の店における食糧

の価格の差を明らかにするため, 2005年9月に小売価格調査を実施した。その結果,ブランドの

違いによる価格差以上に店舗間での価格差があることが明らかとなった(表9参照)0

4.2　種油補助制度の効果と問題点

種油補助制度の実態と実施状況を知るために,虹口区のG街道弁事処を訪問し,扶貧担当者1

名に対して聞き取り調査を行った。虻口区G街道での実施状況は表10の通りである。さらに,種

油補助制度の補助受給者A氏への聞き取り調査を行うことができた。A氏はこの制度によって質

が良く安価な食糧の供給を享受していると感じているが,受給者の審査に関する問題があること

を指摘している。

受給者が種油補助制度をどのように評価しているかを明らかにするため, 9人の受給者にアン

ケート調査を実施した。種油補助制度の評価としては,生活の安定までは行かないが栄養状態の

改善があったと全員が回答している。一方,補助金が少ないこと,店舗でのカード提示に抵抗感

があること,手続きが面倒であることなどを問題点としてあげている(図4参照)0

表9　上海市における米,小麦粉,食用油の小売価格の調査結果

食料 品 店舗分類 価格

米 高級 デパー ト ll.1 (元′kg )

外資系スーパ ーマーケ ット 6-0

コンビニエ ンス .ス トア 3.8

農産物市場 3.5

種油補助供給指定商店 3.4

小麦粉 日本食品店 40.0 (元′k g)

高級 デパー ト 27.8

外資 系スーパーマーケ ッ ト 5.5

食用油 日本食品店 22.0 (元′L )

高級 デパI ト 20.8

- 般食凍販売商店 9.6

コンビニエ ンス . ス トア 9 .2

外資系スーパーマーケ ッ ト 7 .1

7 16歳以下および70歳以上の者に対しては毎月-人当たり40元の補助が行われ, 60歳以上から70歳までの
者には,毎月-人当たり15元の補助が行われる。詳しくは渡連・木南[13]を参照o
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表10　虻口区G律道における補助の状況

単位:元/年

補助内容 対負数 補助額

家賃補助 71 戸 36,120

学費補助 200 枚
-

伝統的対象者, 老弱残病 2 13 人 76,780

最低生活保障 1,128 人 296,800

協保 (国有企業 を一時的 に解雇された者への手当て) 177 人 -

種油補助 カー ド 890 枚 35,680

資料:聞き取り調査を基に作成。
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さらに,受給者および上海市民(205名)に対して,都市貧困問題に対して最も重要と考える政

策についてアンケート調査で尋ねた。一般市民では就業補助(職業訓練を含む)という回答が最

も多かったが,受給者では医療補助という回答が最も多かった(図5参照)0

以上の分析結果を踏まえて,上海市における種油補助制度については,以下のようなことが明

らかになった。まず,この制度は種油補助受給者の栄養状態の改善の点で効果があったといえる。

次に,地域住民のコミュニティである街道弁事処と居民委員会が制度の実務を担当すると同時に,

補助金の半分を街道企業からの税収でまかなうというシステムは,地域一体で貧困問題に取り組

むという意識を高めるという効果もあったといえる。

一方,種油補助制度の問題点としては,まず,補助額が適正かどうかという問題があげられる。

上海市の最低賃金は690元/月であるのに対して,都市部住民最低生活保障基準は300元/月であ
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回答割合

口糧油捕

lJ - 般市

助受給

氏

育

i 寡 喜糧油補助　　　　　医療補助　　　　　就乗補助　　　　　教育補助　　　　無回答・無効

図5　都市貧困政策において重要な点
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る。したがって,最低賃金と最低生活保障基準の間にギャップがあり,収入額がその間にある市

民への対応について問題が残る。また,今回の種油補助受給者のアンケート調査において補助額

が少ないとする回答があり,適正な補助額の設定に関する要求がある。さらに制度の運営上の問

題としては,補助対象者の正確な把握と抜け道の防止をいかに行うかという問題がある。

5.結　　　　　語

以上の分析を総合すると,中国の経済成長と食料消費・食料政策との関係が変化したと理解す

ることができる。

食料政策は,食料の需要と供給の状況を考慮するとともに,経済成長の過程での消費者の多様

化に対応する必要がある。経済成長の過程で所得格差が拡大しない場合は,食料需要の高級化は

食料政策I

フー ド

セキュリティ

食料供給

眺給構造変化
琵1

図6-a　経済成長と食料消費・食料政策(第1段階)
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進むものの,差別化はあまり進まない。その結果,食料供給は地域性を反映したものになる(図

6-a参照)0

一方,経済成長の過程で所得格差が拡大する場合は,食料の需要は所得階層間で多様化する。全

体として食料消費の高級化が進みながら,品質差による垂直的差別化とともに選好による水平的

差別化が進む。その結果,低コストで大量な食料生産地域と高品質な食料生産地域が形成される

と考えられる。さらに,経済成長の過程での所得格差の拡大によって生じる貧困者に対する食料

補助が実施されるならば,補助のための財として食料の標準化が進むと考えられる(図6-b参

照)。現在中国はこのような状況に到達していると考えられる。したがって,中国の食料政策は,

食料政策 II

フー ド

セキュリティ

品質向上

食料供給

供給構造変化

図6-b　経済成長と食料消費・食料政策(第2段階)
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図6-C　経済成長と食料消費・食料政策(第3段階)
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貧困層に安価で一定水準の品質の食料を供給するとともに,富裕層の高品質・高安全性志向を含

む市民の多様化したニーズに応える必要がある。

さらに,日本などの食料消費がより成熟化した段階では,食料政策は多様化した消費者ニーズ

への対応や輸入を含めた安定した食料供給に重点を移すことが必要になってくる(図6-C参照)0

さらなる経済成長とともに,中国の食料政策には同様の変化が求められるようになると考えられ

る。

参　　考　　文　　献

[ 1 ] Barrett, C.B., "Food security and Food Assistance Programs," Gardner, B. and Rausser, G. eds.,

Handbook of Agricultural Economics, 2, 2002, pp. 2103-2190.

[2] Carter, C, Agricultural Policy and Markets, to accompany Krugman, P. and Wells, R., Mi-

croeconomtcs, Worth Publishers, 2006.

[ 3 J Curtis, K.R., Mccluskey, J.J. and Wahl, T.I., "Consumer Preferences for Western-style Convenience

Foods in China," China Economic Review, 18, 2007, pp. 1-14.

[4] Gale, F. and Huang, K., "Demand for Food Quantity and Quality in China," USDA Economic

Research Rゆort, 32, 2007.

[ 5 J Hansen, J., Fuller, F., Gale, F., Crook, F., Wailes, E. and Moore, M., China's japonica tice market :

Growth and competitiveness. Rice Situation and Outlook Yearbook　¥RCS-2002). Economic

Research Service/USDA, 2002.

[ 6 ] Hu, D., Reardon, T., Rozelle, S., Timmer, P. and Wang, H., "The Emergence of Supermarkets with

Chinese Characteristics : Challenges and Opportunities for China's Agricultural Development,

Development Policy Review, 22, 2004, pp. 557-586.

[7] Inoguchi, T., Bas丘fiez, M.( Tanaka, A. and Dadabaev, T. eds., Values and life Styles in Urban

Asia : A Cross-Cultural Analysis and Sourcebook Based on the AsiaBarometer Survey of 2003,

Siglo XXI Editores, Mexico City, 2005.

[ 8] Kiminami, L.Y., "A basic analysis of the poverty problem in China," FASID IDRI Occasional

物ex, 13, 1999, pp.ト35.

[9] Kiminami, L.Y., "Consumer behavior and factors for brand selection in rice consumption m

China," Paper Presented at lst Annual Conference of BRSA, Dhaka, Bangladesh, March 16-17,

2007.

[10]木南新前・木南　章, "WTO加盟下の中国のフードシステム," r地域学研究j第33巷第1号, 2003年,

pp.87-98.

[11]太田　誠r品質と価格j創文社, 1980年.

[12] Veeck, A. and Burns, A.C., "Changing Tastes : The Adoption of New Food Choices in Post-reform

China," Journal of Business Research, 58, 2005, pp. 644-652.

[13]渡連千番・木南荊前, "上海市における貧困問題への対策一種油補助制度を中心に一・・r新潟大学農学部

研究報告」第59巻第1号, 2006年　pp.1ト19.



938 木　　南

Food Consumption and Food Policy under

the Economic Development of China
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Abstract

Generally, food policy is expected to play important roles to ei-sure food security and

to cope with structural changes in food consumption. This research attempts to clarify

changes in food consumption in China as the wealth gap expands with extremely high-

speed economic growth. First of all, the influence of economic growth on food consump-

tion was analyzed by taking the wealth gap into consideration. Secondly, the actual

situation of consumer behavior and the factors of brand selection for rice consumption

were clarified through a case study of Shanghai by use of a 'questionnaire survey'`food

tasting'and `group discussions'. Thirdly, the actual situation of food consumption in the

poorest households was clarified by investigating the effects and problems of the Food

Assistance Program in Shanghai. Finally, the relations between the economic develop-

mental stage and the patterns of food consumption were modeled, and an appropriate

food policy corresponding to consumer diversification under the economic growth was

proposed by synthesizillg the above analyses.
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